
い
る
ふ
の
扉
２

故
き
を
温
ね
て 

新
し
き
を
知
る

イ
ル
フ 

フ
ル
イ 

お
か
や
よ
い
と
こ

区
の
じ
ま
ん
、区
の
タ
カ
ラ
『イルフ』とは「古い（フルイ）」の反対で 

「新しい」という意味の 
武井武雄による造語です。 

いるふの扉2●区のじまん、区のタカラ
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橋
原
ほ
た
る
沢

ホ
タ
ル
を
呼
び
戻
す

　

か
つ
て
、
志
平
地
区
「
沖
の
沢
」の一
帯
に
は
、
豊

か
な
湧
水
を
め
ぐ
ら
せ
た
棚
田
が
連
な
り
、沢
ガ
ニ
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
小

さ
な
命
が
、
里
山
の
風
景
を
の
ど
か
に
彩
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
戦
後
広
ま
っ
た
農
薬
散
布
、
そ
の

後
の
中
央
道
開
設
、
ほ
場
整
備
に
よ
る
用
水
路
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
が
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
水
が
な
け
れ
ば
、
人
間
も
生
き
て
は
い

け
な
い
。
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
水
辺
、
美
し
い
景
観

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
…
と
、
区
で
は
、
平
成
12
年

に「
ほ
た
る
沢
実
行
委
員
会
」を
発
足
。
絶
滅
寸
前
の

ホ
タ
ル
を
救
う
た
め
の
環
境
整
備
を
、
区
民
の
協
力

に
よ
り
開
始
し
、
休
耕
田
に
清
流
を
め
ぐ
ら
す
、

３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
木
製
水
路
を
つ
く
り
ま
し
た
。

め
ざ
し
た
の
は
環
境
づ
く
り

　
ホ
タ
ル
の
成
虫
を
い
っ
ぺ
ん
に
放
て
ば
、

ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ホ
タ
ル
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を

買
っ
て
き
て
ま
け
ば
、
ホ
タ
ル
は
増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
区
が
め
ざ
し
た
の
は
、

あ
く
ま
で
も
環
境
の
保
全
。
生
態
系
を
壊
す
よ
う

な
極
端
な
方
法
を
避
け
、
ホ
タ
ル
が
自
然
に
増
え
る

手
助
け
を
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
汗
を
か
く
道
を

選
び
ま
し
た
。

　

18
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
後
に
は
、
保
護
活
動

を
さ
ら
に
強
化
。
県
の「
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援

金
」
の
交
付
も
受
け
、
水
路
の
改
修
、
管
理
道
路
へ

の
チ
ッ
プ
敷
設
、
柵
と
ネ
ッ
ト
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
よ

け
設
置
、
丸
太
の
ベ
ン
チ
づ
く
り
な
ど

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

区
民
み
ん
な
で

　
ホ
タ
ル
が
増
え
て
き
た
こ
と
を
喜
び
合
お
う
と
始

ま
っ
た「
ほ
た
る
祭
り
」は
、
今
年
で
10
回
目
。
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、
看
板
づ
く
り
、
エ
サ
や
り
や
観
察

な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
も
活
動
に
参
加
。
地

域
の
魅
力
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

★

★

橋原
ほたる沢

至川岸駅

至
岡
谷
J
C
T西部中

川岸小

天
竜
川
J
R中

央
本
線

県道下諏訪辰野線

鶴峯公園

中
央自
動
車
道

沖の沢

【
其
の
十
七
】 
橋
原
区

橋原区公会所
☎22-5669

橋原区：世帯数 380戸
　　　　　人口 1,010人

（平成23年8月31日現在）

9月号鮎沢区の記事に天竜川の右岸とあるのは、左岸の誤りでした（下流に向かって左側）。お詫びして訂正します。

「ゲンジボタル500
匹の目標に手応えを
感じています」と、
金子富男区長、ほ
たる沢実行委員会を
立ち上げた林實英さ
ん、現委員長の高林
一彦さん（左から）。

水路にはホタルのエサとなる
カワニナ（写真）やドジョウが
元気に生息

カワニナのエサはジャガイ
モ。栽培、収穫からエサ
やりまで区民の手で…

間伐材を利用し整備された水路。点検や手直し、草刈りなどの地道な作業により
ホタルが飛び交う環境に
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以
前
、
隠
れ
脳
梗こ
う

塞そ
く（
ラ
ク
ナ
梗
塞
）

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
隠
れ
脳
梗
塞
と
は
、
本
人
の
知
ら

な
い
間
に
、
小
さ
な
脳
梗
塞
が
、
密
か

に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
30
代
か
ら
見
つ
か
り
、

40
代
で
は
４
人
に
１
人
、50
代
で
は
３
人
に
１
人
い
ま
す
。

60
代
に
な
る
と
90
％
以
上
の
人
は
隠
れ
脳
梗
塞
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
ラ
ク
ナ
梗
塞（
隠
れ
脳
梗
塞
）の
病
態
は
、
脳
内
を
走

る
微び

少し
ょ
う

穿せ
ん

通つ
う

枝し
（
細
い
血
管
）が
詰
ま
っ
て
で
き
る
、
１
・

５
セ
ン
チ
以
下
の
脳
梗
塞
で
す
。
一般
に
は
、
自
覚
症
状

が
多
少
あ
っ
て
も
見
逃
す
こ
と
が
多
く
、
無む

症し
ょ
う

候こ
う

性せ
い

脳

梗
塞
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
、
隠
れ
脳
梗
塞
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
は
隠
れ
脳
出
血
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

隠
れ
脳
出
血（
脳の
う

微び

小し
ょ
う

出し
ゅ
っ

血け
つ

）と
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の

Ｔ
２
ス
タ
ー
強
調
画
像
で
、
小
さ
く
、
ほ
ぼ
円
形
の
低

信
号
を
示
す
領
域
で
す
。
組
織
学
的
に
は
、
鉄
を
含
ん

だ
ヘ
モ
ジ
デ
リ
ン
の
沈
着
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
か

つ
て
、
症
状
を
出
さ
な
い
脳
出
血
の
あ
っ
た
証
拠
で
す
。

要
す
る
に
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
、
小
さ
な
脳
出
血

が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
隠
れ
脳
出
血
は
、

出
血
が
大
き
く
な
ら
な
い
で
、
う
ま
く
止
血
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
運
が
悪
け
れ
ば
麻ま

痺ひ

を
き
た
し
、

さ
ら
に
は
、
死
に
至
る
よ
う
な
出
血
量
に
な
っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
隠
れ
脳
出
血
は
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
脳
血
管
障
害
の
な
い
対
象
者
で
は
、
隠
れ

脳
出
血
の
発
症
頻
度
は
６・４
％
だ
っ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
脳
内
の
基
底
核
部
、
白
質
、
脳
幹
部
な
ど
の

部
位
に
起
こ
り
や
す
く
、
高
血
圧
性
脳
内
出
血
と
同
じ

場
所
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
隠
れ
脳
出
血
は
、
正
常
血
圧
者
で
２・６
％
に

み
ら
れ
た
の
に
対
し
、
高
血
圧
者
で
は
14
・
６
％
と
高
い

割
合
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
人
の
脳
内
出
血

患
者
に
は
、
隠
れ
脳
出
血
が
68
％
と
高
率
に
認
め
ら
れ

ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
隠
れ
脳
出
血
が
あ
る
人
は
、

将
来
高
血
圧
性
脳
内
出
血
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
気
を
配
れ
ば
、

そ
の
可
能
性
は
減
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

隠
れ
脳
出
血
、
隠
れ
脳
梗
塞
は
、
本
人
の
知
ら
な
い

う
ち
に
、
脳
内
で
密
か
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
50
歳
以
上

に
な
れ
ば
、
か
な
り
の
確
率
で
存
在
す
る
は
ず
で
す
が
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
え
ば
そ
の
存
在
の
有
無
が
ハ
ッ
キ
リ
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
脳
卒
中
の
危
険
度
も
予
想
が
つ
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
脳
血
管
、

頚け
い

部ぶ

頚け
い

動ど
う

脈み
ゃ
く
の
血
管
の
狭き
ょ
う

窄さ
く

度（
動
脈
硬
化
の
程
度
）、

く
も
膜
下
出
血
の
起
こ
る
危
険
性
（
脳の
う

動ど
う

脈み
ゃ
く

瘤り
ゅ
う

の
有

無
）、
脳
腫
瘍
、
そ
の
ほ
か
の
脳の
う

器き

質し
つ

的て
き

疾し
っ

患か
ん
な
ど
が
わ

か
り
ま
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
な

ど
の
危
険
因
子
の
あ
る
人
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
め
ま
い
、
四
肢
の
し
び
れ
、
話
し
づ
ら
さ
、
目
が

見
え
づ
ら
い
、
視
野
が
欠
け
る
、
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人

に
も
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
医
師
会
）

隠
れ
脳
出
血
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

№408

問合せ●市立岡谷病院 地域医療連携室 ☎２３ー８000（内線2085）

　食の欧米化が進み、メタボリックシンドロームの予防が叫ばれるよう
になりました。メタボの三大合併症には、高血圧、高血糖、高コレス
テロールがあります。
　前回のコレステロールに続き、今回は、市民のみなさんの関心を集
める高血圧について、地域のみなさんと一緒に学習したいと思います。
お気軽にお出かけください。
日時…11月9日（水）午後1時～３時
会場…市立岡谷病院 ４階講堂
内容…今井 寿生医師による講話、塩分制限について、血圧測定
持ち物…筆記用具・メモ用紙

「高血圧とアンチエイジング」をテーマに
市民健康教室を開催します

問合せ●医療保険課(内線１１８９)

国民健康保険被保険者のみなさんへ
保険証が新しくなります
　9月中旬に世帯主あてで、新しい保険証
を郵送（簡易書留）しました。ご確認のうえ、
10月からは新しい被保険者証をお使いく
ださい。
※現在使用している被保険者証は、
　9月30日(金)まで使用できます。
※国保以外の医療保険
に変更した場合は、
必ず国保被保険者証
の返却と手続きをお
願いします。

入場無料
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こ
う
ず
ら 

こ
う
ず
ら 

ほ
う
ず
ら 

ほ
う
ず
ら 

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
市政や広報に対するご意見や身近な話題など、どんどんお寄せください。

宛先●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 広報情報課広報広聴（内線１３６６）

　

蚕
糸
博
物
館
所
蔵
の
繰
糸
機
が
「
機

械
遺
産
」に
認
定
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
「
シ
ル
ク
岡
谷
」
の
名
を
よ
り
多
く
の

人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、
と
て

も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

Ｔ
・
Ｙ
さ
ん（
長
地
柴
宮
）

▼
８
月
７
日
、
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
の
繰

糸
機
が
、
日
本
機
械
学
会
よ
り
「
機
械

遺
産
第
46
号
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
の
繰

糸
機
群
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

先
日
行
わ
れ
た
報
告
会
・
講
演
会
に
も

多
く
の
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
機
械
遺
産
を
活
用
し
、
蚕
糸

博
物
館
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て

い
ま
す
。
街
並
み
を
見
て
、
人
と
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
て
い
る
と
、
心
も
体
も

健
康
に
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

情
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん（
今
井
）

▼
今
月
は
、
巻
頭
に
健
康
づ
く
り
の
特

集
を
組
み
ま
し
た
。
健
康
で
い
る
た
め

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
適
度

な
運
動
、
心
の
安
定
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
む
し
歯
や
歯
周
病
、
禁
煙
に
つ

い
て
も
記
事
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
で
元
気

に
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

　

先
日
、
ご
み
処
理
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
初
め
て
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。地
方
都
市
か
ら
、

ご
み
処
理
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
か
れ

た
ら
…
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
・
Ｉ
さ
ん（
川
岸
上
）

▼「
ご
み
処
理
方
式
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
み
な
さ
ん

に
聴
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。
湖
周
行
政

事
務
組
合
も
発
足
し
、
新
ご
み
処
理
施

設
の
早
期
稼
動
に
向
け
て
、
ご
み
処
理

技
術
の
現
状
と
動
向
の
把
握
、
ま
た
有

識
者
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
月
号

で
は
、
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
特
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

こえ
９
月
の

て
が
み
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

❖❖❖❖ 市政モニター通信⑫ ❖❖❖❖

《 10月担当市政モニター   笠原 邦子さんより 》

　農林水産課による、プランター野菜栽培講習に参加し、
土作りから土の再利用法までを、数回にわたりご指導いた
だきました。アブラムシの防除法（水５００㏄に対し牛乳数滴
を混ぜ散布する）など、野菜作りに必要なことがいろいろ学
べました。
　作って楽しい！食べておいしい！元気に輝くまち、岡谷に
ふさわしい事業だと思います。機会がありましたら、みなさ
んも参加してみてください。
　今年は緑のカーテン大作戦で、ゴーヤーを収穫した人も
いらっしゃると思います。あの苦さがちょっと…という人に、
ゴーヤーの苦みをうま味に変える方法をご紹介します。
① ゴーヤーの両端を切り、ワタ、種をくり抜く。
② 0.5 ～１cmくらいの輪切りにして、塩少々をふる。
　（切り方は自由）
③ 30分～１時間くらい天日干ししてから、料理に使用する。
ぜひお試しください！！

問合せ●生涯学習課（内線1233）

第１２回 旧林家住宅茶会
　重要文化財 旧林家住宅で茶会が開催されます。香り高
い日本の文化と、移りゆく秋の風情を味わってみませんか。

日時…１０月２３日（日） 
　　　午前９時３０分～午後2時
場所…旧林家住宅（御倉町）
茶券…1,000円（当日会場にて販売）
主催…岡谷市茶道協会「岡谷吉祥会」
共催…岡谷市教育委員会

１１月3日 文化の日 無料公開
旧林家住宅・旧渡辺家住宅

　両施設を「文化の日」に無料公開します。渡辺家では、囲
炉裏で火をたく、昔懐かしい風情と併せて、古文書などの
展示をご覧ください。

日時…１１月３日（木・祝） 午前９時～午後４時３０分
場所…旧林家住宅（御倉町）・旧渡辺家住宅（長地柴宮）
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問題
二重枠の文字を並べ替えると岡谷
に関係のある言葉ができます。
それを答えてください。
正解者の中から抽選で5名にうなぎ
のまち岡谷共通利用券（ 500円分）
をお送りします。

◆ヨコのカギ
 1 今月下旬くらいからこの公園の紅葉も見頃
 5 ツーといえば
 6 小説、ドラマ、映画にもなった
　　佐賀の○○○ばあちゃん
 8 楽にしましょう
10 御柱のかじ取りや方向転換などに使う棒
12 おやすみなさい
15 昔は洗濯に使いました。回されるのは困り
　　ます

◆タテのカギ
 1 名前は似ているけど耳に付けないで食べま
　　しょう
 2 信州諏訪温泉泊覧会。
　　いろいろな体験メニューがあります
 3 夜間定時制の学校。昔は岡谷にも竜上高
　　校がありました
 4 川岸小の隣りにある○○部中学校。
 7 シルキーバスのこれは市内いたるところに
 9 ロシア北部に広がる永久凍土
11 5・6月の日曜早朝に塩嶺へ行く○○○バス
13 ○○のからまるチャペルで～♪
14 ○○緒、○○閣、○○容、○○線

クロスワードパズル
広報クイズ No.310

●応募方法…はがきに答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、ひ
と言（市政や広報に対するご意見や身近な話題など）をそえて「〒394-8510 岡谷
市役所（住所不要）広報クイズ係」までお送りください。10月11日必着。（ひと言は
「こえ」 に掲載させていただく場合があります）
●前回（9月号）の答えと当選者　「ららおかや（ララおかや）」
　正解数28通（応募総数29通）のなかから抽選で、Ｋ・Ｕさん（長地梨久保）、K・K
さん（今井）、Ｓ・Ｈさん（天竜町）、Ｔ・Ｉさん（川岸上）、Ｓ・Ｉさん（湖畔）にロマネット
入浴券をお送りします。

世界 de Go!  岡谷市国際交流協会だより
www.oiea.jp  Tel.24-3226

　7月29日から2週間、米国ミシガン州マウント・プレザント市で、市内高校生の生活体験プログラムが行われました。参
加した6人は、慣れない英語での生活にもそれぞれ対応。ホームステイしながら、地域の人々と交流したほか、大学やアメ
リカ先住民自治区の祭りの見学、マキノー島への日帰り旅行、ウォータースポーツなど、さまざまな体験をしてきました。大
きく成長し、たくさんの楽しい思い出を胸に帰岡したみなさん…今後の活躍が期待されます。

◎ 姉妹都市で高校生生活体験プログラム ◎

牛澤 幸江
　英語の生活
は大変でした
が、本場の英
語に触れる良
い経験ができ
たので、これを将来に役立てたいです。

小口 佳代
　初めての
海外経験で
した。ホスト
ファミリーの
サポートがあ
り、とっても楽しかったです。

林　省吾
　今回アメ
リカへ行っ
たことで自
分の将来の
方向が決ま
りました。貴重な体験でした。

松澤奈菜子
　初めての
海外でわか
らないことも
たくさんあっ
たけど、異
文化を体験できて良かったです。

神保 優夏
　慣れない
生活に戸惑
うこともあ
りましたが、
それ以上に
楽しく、充実した2週間でした。

中畑ひかり
　これぞアメ
リカという生
活スタイルを
体験。リスニ
ング力もUP
して、本当にためになりました。


